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表
記
の
弓
胃
匡
昏
昏
扇
目
目
○
口
巴
○
○
具
①
吊
月
の
ｇ
吾
の
閨
の
ｇ
ご

具
の
９
２
５
冒
向
“
里
酔
め
園
（
巨
吾
門
西
の
両
と
が
来
年
の
二
○
○
五

年
八
月
一
五
日
か
ら
二
○
日
の
期
間
、
ド
イ
ツ
・
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
て
開

催
予
定
で
現
在
、
発
表
者
を
募
集
し
て
い
る
。
テ
ー
マ
は
①
東
ア
ジ
ア

に
お
け
る
科
学
技
術
史
と
医
学
史
、
②
東
ア
ジ
ア
と
西
洋
に
お
け
る
科

学
技
術
と
医
学
の
比
較
史
。
③
東
ア
ジ
ア
と
「
西
洋
」
に
お
け
る
科
学

技
術
と
医
学
の
文
化
的
背
景
に
関
す
る
法
的
・
社
会
的
・
論
理
的
問
題

ほ
か
。本

会
議
の
第
一
報
全
文
が
以
下
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ご
両
伊
に
掲
示

さ
れ
て
い
る
の
で
ご
参
照
さ
れ
た
い
。

｝
］
ヰ
ロ
ミ
ミ
言
弓
且
○
ぬ
口
ご
巨
①
、
の
①
Ｒ
く
旨
①
奇
の
壷
①
囚
胃
国
忌
つ
つ
四
、

連
絡
先
は
胃
．
国
２
両
ご
冨
旨
の
号
①
侭
閏
ゞ
言
の
昌
昌
の
３
時
吾
の

国
耐
８
門
園
旦
冒
①
ｇ
ｇ
］
房
》
三
巨
昌
ｎ
面
ご
己
ぐ
里
望
ご
》
Ｆ
朋
普
侭
印
可
．
画

０

口
土
つ
い
い
、
雪
［
二
二
月
ゴ
の
①
『
日
四
．
胃

両
メ
ー
ル
陥
胃
①
国
凰
呉
．
侭
目
＠
吋
園
‐
ロ
ョ
‐
日
匡
①
国
呂
①
。
．
号

（
典
柳
賊
）

第
十
一
回
東
ア
ジ
ア
科
学
史
国
際
会
議

尖
茨
詫
記
事
監
夫
弗
詫
弗
詫
園
夫
圃
滞
夫
劣
劣
失
茨
弗
詫
瞬
滞
圭
劣

お
知
ら
せ

｜
例
会
記
録
一

平
成
十
五
年
十
二
月
例
会
（
日
本
薬
史
学
会
・
日
本
獣
医
史
学
会
と
合

同
）

平
成
十
五
年
十
二
月
二
十
日

順
天
堂
大
学
医
学
部
十
号
館
一
○
五
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム

一
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ア
’
一
マ
ル
・
ボ
ン
ド
（
Ｈ
Ａ
Ｂ
）
の
歴
史加

藤
元

一
、
プ
ラ
セ
ボ
今
昔
物
語

津
谷
喜
一
郎

一
、
蘭
方
内
科
草
創
期
の
薬
用
植
物
研
究

遠
藤
正
治

一
月
例
会
平
成
十
六
年
一
月
二
十
四
日

順
天
堂
大
学
医
学
部
十
号
館
四
○
三
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム

一
、
『
本
草
品
彙
精
要
」
巻
二
に
つ
い
て

肖
永
芝

一
、
齋
藤
茂
吉
・
断
種
法
史
上
の
人
び
と
（
七
）

岡
田
靖
雄

三
月
例
会
平
成
十
六
年
三
月
二
十
七
日

順
天
堂
大
学
医
学
部
十
号
館
四
○
三
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム

一
、
野
口
英
世
の
済
生
学
舎
在
学
中
の
「
ペ
ス
ト
菌
・
顕
微
鏡
標
本
箱
」

に
つ
い
て
ｌ
原
玄
一
郎
医
師
の
遺
品
寄
贈
さ
る

唐
沢
信
安


